
知財功労賞　特許庁長官表彰

令和5年度 知的財産権制度活用優良企業等表彰

①創業者でもある現会長は、幼少期から多くの発明を行い、独立後は特許権のライセンスを活用して
操業資金を確保しながら、現在の主力製品である緩み止めナットを完成させた。
②2021年7月から、現社長が技術開発の部門長を兼務し、特許・意匠・商標をミックスした「戦わ
ずして勝つ」ブルーオーシャン戦略を推進しており、基本特許だけでなく関連特許をその後も継続
的に取得し、製品が長期的に知的財産権で保護されるようにしている。
③特許権に関しては、国内及び販売先となる欧米やアジアの各国25カ国で特許権を取得している。
さらに、知的財産権を取得していることをパンフレットやホームページ等で周知し、模倣品の現品
や広告を確認した段階で警告を行い、模倣品を排除してブランドの維持向上に努めている。

ハードロック工業株式会社 会長　若林　克彦

知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要
大阪府東大阪市川俣1-6-24
1977年
10百万円
87人
ゆるみ止めねじの開発・製造・販売

所 在 地：
創　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://hardlock.co.jp/

試作品の評価をするユンカー式ねじゆるみ試験機FEM 解析図を見ながら熟練工に試作指示を
行っている現会長

試作図面に基づいて理論的な評価を行った
FEM 解析図

アイデアをドラフターで図面化する現会長




